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  ２２学学期期ススタターートト！！  
「おはようございます！」 

９月１日の朝、登校してきた子供たちは、夏休み前よりも元気な声で挨拶をしていました。新学期

に向けて力が満ち溢れ、久しぶりの登校が待ち遠しかった様子に、たいへんうれしくなりました。久

しぶりに行動制限のない夏休み。家族や遠くの親戚と、楽しい思い出ができた子供も多かったのでは

ないでしょうか。私自身は、遠くに旅行に行く計画もなかったので、もっぱら自転車に乗っていまし

た。自宅から相ノ木小学校まで１時間半強、３時間余りかけて何度か往復し、気持ちよい汗をかくこ

とができました。体力向上に少しは役立ったと思います。 

また、特に夏休み終盤は暑い日が続き、冷房の効いた部屋から出られないような毎日でした。２学

期が始まってもこのままだと、運動会の練習はできないかもしれないと心配していた８月末、教育委

員会から「始業式は暑さを避けるために涼しい場所かリモートで行ってほしい」と連絡があり、西多

目的室で行いました。ただ、９月に入ったとたんに吹く風も秋のにおいに変わってきたように思いま

す。２学期は、運動会や学習発表会と大きな行事もあります。メリハリのある生活を心がけ、行事に、

そして日々の学習や運動に、全力で取り組み、実りの多い秋にしていきましょう。 

  だれの課題？ 
 射水市に「NPO 法人りばてぃーONE」という組織があります。そこの代表をしておられる、坂本美

奈子先生はアドラー心理学がご専門の臨床心理士の方です。以前、この坂本先生の「だれの課題？」

という講演をお聞きしたことがあります。その時の話が、次のような内容だったと記憶しています。 

日常生活の中における人間関係で大切なのは「それを課題だと一番感じている（望んでいる、願っ

ている）のは誰なのか」ということだそうです。課題を重要だと感じている人が、感じていない人に

「お願い」することで、人間関係がより円滑になるというお話でした。 

例えば、子供に「勉強してほしい」と最も願っているのが親だとすれば、親は子供に「勉強してほ

しい」とお願いしなければならないということになります。好き嫌いなくご飯を食べてほしい、朝早

く起きてほしい、宿題をきちんと出してほしい等、家庭でも学校でも、大人が子供に願うことはたく

さんあると思います。しかし、その時にかける言葉が、子供からすると「お願い」ではなく「命令」

になってはいないでしょうか。もちろんその言葉の裏には、その子のためを思う愛情があることは間

違いないと思います。しかしその言葉が「しつけ」という名目だったり、大人の都合だったりして、

根底にある愛情が子供に伝わっていなければ、子供にとって「ただの命令」と受け取られても仕方が

ない面はあると思います。「私のお願い」（アイメッセージという言い方をされることもあります）と

いう基本スタンスに立てば、使う言葉や口調も違ってくるでしょう。上から目線で頭ごなしに言わず

に、子供が引き受けてくれるような言い方を意識できるとよいと思います。そしてこれは家族の間や、

大人同士の関係でも同じで、「命令」と「お願い」では使う言葉も伝わるニュアンスも、だいぶ変わる

と思います。ただ、頭では分かっていても、その場になるとなかなか難しいのが現実ですね。それで

も、日常生活のさまざまな場面で、自分が相手にしてほしいことは「お願い」することをほんの少し

ずつでも心がけていけるとよいですね。 
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運動会に向けて 

９月１３日には、運動会に向けての結団式が行われ、いよいよ全校児童が運動会モードに入りまし

た。体育館に色団ごとに整列し、最初は各団の役員紹介です。団長、応援団長、旗手の役員に選ばれ

た子供たちが一人ずつ抱負を語りました。その次はデコレーション紹介です。夏休み中から６年生が

コツコツと制作していたデコレーションは、どの団もきれいに仕上がっていました。デコレーション

長から、選んだ四字熟語の意味とともに団ごとに説明がありました。児童会で考えた今年度のスロー

ガンは「笑顔 協力 １００％ 忘れられない世界一の運動会にしよう」です。一人一人が全力を出

し切り、思い出に残る運動会にできるよう、練習や準備に取り組んでいきます。 

まずは相談を 
 子供たちが集団で過ごしていると、毎日、いろいろなことがあります。家に帰

ってからその日に学校であったことを話す子供もたくさんいるでしょう。その話

には、楽しかったこともあれば嫌だったこともあると思います。学校では「学校

にいる間のこと（特に嫌だったこと）は、すぐに先生に知らせてほしい」と声を

かけていますが、特に休み時間等は全ての子供の様子を把握することは難しい面

があります。家で聞かれたお子さんの話で、気になったことや、先生は知らなさそうだということが

あれば、遠慮なく学校へ電話や連絡帳でお知らせください。学校はどの子も「あんぜん・あんしん・

あたたかい」気持ちで過ごせるよう、すぐに対応していきます。 

 また、内容によっては直接担任に伝えにくい場合もあるかもしれません。そのときは、校長、教頭、

教務主任、養護教諭、よく知っている先生、以前担任してもらった先生、兄弟を担任している先生等、

だれでも構いませんので、お知らせいただけるとありがたいです。また、心の面のご相談であれば、

スクールカウンセラーの島田先生が原則として木曜日の午前中に来ておられます。ご希望の方はぜひ

お知らせください。 

 

 

 ９月１８日（月） (祝)敬老の日 

   ２１日（木） ３年ふるさと学習 

２３日（土） (祝)秋分の日 

２７日（水） 運動会予行演習 

２９日（金） 運動会前日準備 

       １～３年生は 13:55 下校 

   ３０日（土） 相ノ木地区運動会 

１０月 １日（日） 運動会予備日 

２日（月） 振替休業日 

６日（水） 夢の教室(５年) 

１０月 ４日（水） １年ふるさと学習 

５日（木） 夢の教室（５年） 

６日（金） 歯科検診 

１２日（木） ５年ふるさと学習 

１６日（月） 水泳教室（３・４年） 

２０日（金） 学習参観・学校保健委員会 

２４日（火） ４年校外学習 

（四季防災館） 


